






























































































































































































　【穿刺する恐怖】では、[ 初めて行う怖さ ] [ 自




と、[ 穿刺へのためらい ] も経験していた。穿刺





安の大きさ ] があり、 [ 痛みの程度が分からない







に対する戸惑い ] [ 指導者の自信のなさによる不
安 ] が記述されていた。
　【経験して薄れた不安】では、穿刺してみる





う [ 難しくなかった測定 ] を記述した学生もい
た。
　【指導によって生まれた安心感】では、「1 対
1 で」「丁寧に教えてくれたため」などの [ 迷わ
































































ら、患者は [ 初めて行う恐怖・不安 ] を持つこ




は [ 手順を覚える難しさ ] を記述した学生もい
た。また ,「しっかり押さえなければ何回も行
うことになる」と、 [ 未熟な技術で行う危うさ ]
もあることを理解していた。さらに、SMBG を













見通し ] がつくことを理解していた。また、[ 慣
























大切」といった、[ 分かりやすい言葉での説明 ] 
[ 測定技術を習得するための詳しい説明 ] [ 補助
























6ていく」といった、[ 継続するための指導 ] が必
要であることを導き出していた。また、「（毎日
繰り返すのは大変なので）心理的サポートして
































中で、[ 痛みの程度が分からない不安 ] や [ それ
ぞれの痛みの感じ方 ] にも表れているように、












































の根拠の説明 ] [ 分かりやすい言葉での説明 ] 
[ 測定技術を習得するための詳しい説明 ] [ 補助
教材を用いた指導 ] [ 患者の理解度に合わせた

















る看護師の態度 ][ 質問しやすい関係 ] を捉える
ことができていた。【継続するための支援】で
は、患者の心理的支援について記述されており、
















































2015）においても、 [ わかりやすい丁寧な説明 ]
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